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広帯域MT観測から得られた阿蘇カルデラの比抵抗構造

Resistivity structure of the Aso Caldera using wideband magnetotelluric method
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　現在の阿蘇火山では、中央火口丘の西側と東側で活動状況に大きな違いが見られる。中央火口丘西側では、湯の谷温
泉、地獄・垂玉温泉などの規模の大きな温泉地帯が見られるのに対し、東側の中岳火口ではストロンボリ式噴火を繰り
返し起こしており、活発な噴火活動が見られる。この様な活動状況の違いがどの様な条件の違いに起因しているのかを
明らかにすることが出来れば、火山の活動様式の理解、噴火活動予測を行う上で非常に有用な知見が得られ、火山学的
に重要な情報を得ることが出来ると期待される。こうした事を背景に我々は、平成 20年度集中観測の一環として 2008
年 11月、阿蘇カルデラにおいて広帯域MT 観測を行った。
　阿蘇カルデラではこれまで、今回の測線より西側、湯の谷、垂玉温泉などの温泉地帯を通り阿蘇カルデラを南東-北

西方向に縦断する 2測線 (高倉ほか,2001)、及び今回の測線より東側、中岳東麓の日野尾峠を通りカルデラを南北に縦断
する測線 (宇津木ほか,2005)で同様のMT観測が行われている。これらの観測から得られた構造から以下の特徴が明らか
になった。阿蘇カルデラの地下 3km程度に 1kΩオーダーの高抵抗層があり、その深度は北から南に向かい深くなってい
る。また、中央火口丘直下では、比抵抗は表層に高比抵抗 (10～100Ωm)層があり、その下位 (地表から数百～1kmの深
度)に低比抵抗層がある。この領域の比抵抗地は西側で 1～10Ωmと低い値を示すが、東側では 10～数十Ωmと、西側
に比べやや高い抵抗値を持つ。最下層の高比抵抗層は中央火口丘直下で隆起し、それに応じて上位の低比抵抗層の下端深
度も押し上げられている。中岳東麓を通る測線でも、カルデラ中心部で最下層の高抵抗層が競り上がる傾向が見られる。
　今回の観測の目的は、上記の過去に行われた観測から得られた知見に対し、新たな観測を追加し阿蘇カルデラ、特に

中央火口丘直下で地下構造の傾向が西から東にかけてどのような変遷をたどるかを明らかにする事にある。そこで、2008
年 11月 17日～11月 27日の 10日間に於いて、阿蘇中央火口丘・中岳火口周辺に 3点、カルデラ北側に 5点の計 8点に
フェニックス社製電磁探査装置MTU-5、MTU-5A及びMTU-2Eを設置し、約一週間にわたり広帯域MT観測を行った。
また、2008年 4月より開始した予備観測でカルデラ南側の 6点において MTU-5A を用いた広帯域 MT 観測を実施して
おり、計 14点のカルデラを南東-北西に縦断する測線においてMT観測を行った。MTU-5、MTU-5Aを用いた 12点では
電場 2成分及び磁場 3成分の測定、MTU-2Eを用いた 2点 (阿蘇カルデラ北側)では電場 2成分のみの測定を行った。ま
た 2008年 5月より、中岳東麓を通る測線の補足測定として 4点で MT 観測を行った。九州中部域では、0.11Hzの帯域
でノイズが卓越することから、日鉄鉱コンサルタントが宮崎で行っている地磁気・地電流連続観測のデータをリモート
リファレンス用データとして使用させていただいた。
　本発表では、今回の観測データから得られた地下比抵抗構造を提示すると共に、過去の結果を踏まえ阿蘇火山・阿

蘇カルデラ地下の比抵抗構造の大局的な構造の傾向と現在の活動状況の関連を議論した結果を紹介する。


